



































































































































は備品の提供や、協力の意思表示など “ 今 ” が緊急の
状況であることが暗黙の了解として感じられた。この
ようなことから、急な依頼であったことや、対面での
十分な説明が出来ないにも関わらず、それぞれの役割
が円滑に遂行されたものと考えている。
このような状況において、短時間に実施方法を伝
え、理解を得るためには、全体像の提示、具体的な依
頼内容の提示、担当者の明示は、重要なことである。
そして、それらを書面にして速やかに周知することが
必要であろう。
感染予防対策は長期にわたることが予想されること
から、入構時の感染予防対策、昼食時の感染予防対
策、共有部分の感染予防対策では、簡単に短時間で実
施できる、実施者にとって負担にならない方法である
ことが必要である。また、実施される演習・実習を配
慮した担当者・領域のローテーションを組む、担当曜
日を考慮するなどが必要になろう。このような対策を
とることで、感染予防対策が、限られた人への負担に
ならず、継続していけるのではないかと考えている。
新型コロナウイルス感染症の感染傾向は、いまだに
収束の様相が見えないままである。近い将来、感染の
危機がない状態で大学における教育活動が再開される
ことを願っている。
引用：
NHK「3 つの条件の重なりを避けて」専門家会議
が見解【全文】https://www3.nhk.or.jp/news/
special/coronavirus/view/detail/detail_03/html
（2020/12/25 検索）
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